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今
月
は
、
山
重
地
区
の
谷
口
吉
雄
さ
ん
の

お
宅
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
！
（
詳
し
く
は
裏
表
紙
へ
）
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山重地区　芝用
谷口　吉雄 さん（89 歳）

吉雄さんは繁殖牛８頭、子牛６頭を飼育
されています。牛の管理等をしている

のは、息子さんやお孫さんですが、吉雄さん
は、牛の様子を常に見守っておられ、何か異
変があればすぐに家族に連絡することになっ
ています。今、楽しいことは「セリ市に行っ
て、その後みんなで飲ん方をするのが楽しい。
ひ孫を抱っこするのも嬉しい」と話して下さ
いました。今までで一番嬉しかった出来事は、

「孫が牛の技術員になってくれた。仕事から
帰ってきて、まず牛の様子を見に行く。オレ
に似てきたなぁと思う（笑）」吉雄さんの現
在の日課は、朝夕の散歩と、日誌を書くこと。
10 年前もお話しされていた「毎日の黒砂糖」
は今でも元気の秘けつだそうです。今、農業
をしている若者たちに何か助言をお願いした
ところ、「今の仕事を精一杯せい！」力強く、
お答えいただきました。

今月号から、平成 17 年から約４年間、群青
に掲載していた「元気バリバリ」のコーナー
に登場いただいた方に、およそ 10 年ぶりに
再登場していただきます。以前と変わらぬ元
気バリバリな様子を紹介します！
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【
企
画
管
理
課
】

問
推
進
員
の
決
め
方
に
つ

い
て
は
組
合
員
の
中
か

ら
選
出
し
た
方
が
良
い
の
で
は

な
い
か
。（
農
協
で
選
出
方
法

を
決
め
て
欲
し
い
。）

答
推
進
員
の
皆
様
の
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
通
り
高
齢
化
に
よ

り
集
落
内
に
お
い
て
も
組
合
員

数
が
減
少
し
、
集
落
推
進
員
選

出
に
苦
慮
さ
れ
て
お
り
、
組
合

員
以
外
の
方
も
多
く
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ご
要
望
の
集
落
推
進
員
選
出

に
つ
い
て
、
新
年
度
に
文
書
で

各
集
落
推
進
員
の
方
を
通
じ
て

新
た
に
選
出
さ
れ
る
場
合
の
お

願
い
事
項
と
し
て
通
知
を
い
た

し
ま
す
。

【
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

問
老
人
ホ
ー
ム
を
増
や
し

て
欲
し
い
。

答
現
状
、
介
護
人
材
及
び

事
業
収
益
の
確
保
が
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、

福
祉
事
業
の
採
算
性
等
を
考
慮

し
な
が
ら
、
ご
要
望
に
添
え
ら

れ
る
よ
う
検
討
い
た
し
ま
す
。

【
園
芸
セ
ン
タ
ー
】

問
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、

米
の
個
別
乾
燥
は
で
き

な
い
か
。

答
収
穫
期
間
が
短
期
集
中

し
天
候
に
左
右
す
る
た

め
個
別
乾
燥
の
件
数
に
限
界
が

あ
り
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
御
理
解
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
早
期
水
稲
の
カ
メ
ム
シ

防
除
で
、
農
薬
散
布
の

説
明
が
本
所
と
西
部
と
で
違
っ

て
い
た
の
で
、統
一
し
て
欲
し
い
。

答
農
薬
の
散
布
方
法
に

よ
っ
て
粒
剤
や
液
剤
等

に
応
じ
た
説
明
を
し
て
い
ま
す

が
不
充
分
で
し
た
。
誠
に
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
窓
口

指
導
も
統
一
し
て
わ
か
り
や
す

い
対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
指
導
や
情
報
提
供
に

メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
を

使
っ
て
送
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
、
情
報
が
来
な
い
。

答
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利

用
し
た
情
報
提
供
と
緊
急
時
の

速
報
、
連
絡
等
情
報
提
供
を
行

う
よ
う
改
め
ま
す
。

【
畜
産
セ
ン
タ
ー
】

問
志
布
志
市
無
利
息
導
入

資
金
に
つ
い
て
、
保
証

人
は
必
要
な
の
か
。
保
証
人
が

必
要
な
け
れ
ば
借
入
者
が
増
え

る
の
で
は
な
い
か
。

答
債
権
保
全
上
、
保
証
人

は
一
名
必
要
と
な
り
ま

す
。
但
し
、
保
証
人
は
家
族
内

で
も
同
一
世
帯
で
な
け
れ
ば
、

貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
燃
料
機
械
課
】

問
大
型
機
械
な
ど
の
修
理
が

出
来
る
よ
う
に
し
て
欲
し

い
。
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
持
ち
込
む

と
料
金
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。

答
大
型
機
械
の
修
理
も
行
っ

て
い
ま
す
が
、
一
部
経
済
連

重
整
備
セ
ン
タ
ー
で
対
応
し
て
お
り

ま
す
。
整
備
料
は
農
機
セ
ン
タ
ー
と

同
等
の
料
金
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問
重
油
等
を
大
口
で
利
用

す
る
場
合
何
も
特
典
は

無
い
の
か
。
年
間
利
用
に
つ
い

て
も
粗
品
等
の
進
呈
な
ど
あ
っ

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

答
給
油
所
で
は
年
二
回
謝

恩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
粗
品
等
の
進
呈
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
重
油
等
の
大
口
利

用
者
に
対
し
て
は
今
後
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問
農
業
機
械
の
リ
ー
ス
は

で
き
な
い
の
か
。

答
農
機
の
レ
ン
タ
ル
・
リ
ー

ス
も
取
扱
っ
て
い
ま
す

の
で
、
燃
料
機
械
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

組
合
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
に

お
答
え
し
ま
す
。

　

十
二
月
十
日
～
十
三
日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
、
平
成
二
十
六
年
度
営
農
座
談
会
に
お
い
て
組
合
員
の
皆

さ
ま
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
ご
意
見
・
ご
要
望
を
、
理
事
会
及
び
経
営
管
理
委
員
会
に
て
検
討
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

回
答
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
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規制改革組織討議会
　２月 10 日、本所大会議室にて規制改革組織
討議会が開催され、オブザーバーに県中央会、
県経済連の部課長を招き、関係者あわせて 35
名が参加しました。政府が進める農協改革の
農業・地域への影響、本県が進める自己改革
プランについて説明し、意見交換を行いまし
た。農協改革に対して、JA グループ鹿児島は

「５つのこだわり」として基本的な立場を設定
し、さらなる自己改革に挑戦し、組合員・地
域住民の営農と暮らしを総合的にサポートし
ていきます。

稲作部会通常総会
　２月９日、本所
大会議室にて第 29
回稲作部会通常総
会が開催され、部
会 員・ 関 係 者 48
名が参加しましま
した。会では、平
成 26 年度事業経過報告や平成 27 年度事業計画案
など議案すべてが承認され、新たに取り組む「飼
料用米」について栽培技術研修会の中で詳しく説
明がありました。※水稲についてＰ５の「営農情報」
に詳しく説明があります。

抑制かぼちゃ実績検討会

　２月 20 日、本所大会議室にて平成 26 年度産抑制か
ぼちゃの生産販売実績検討会が開催され、部会員・関
係者 23 名が参加しました。今年は台風 18 号及び 19 号
の影響で、品質・収量にバラつきが出ましたが、市場
が品薄状態だったため高値販売できました。また、反収・
秀品率の表彰で、吉岡正一さんが見事１位になりました。

選果場
　JAあおぞらイチ
ゴ は、１日 15,000
パック（１パック
250 グラム）平均
の出荷が続いてい
ます。 平 成 26 年
度 は、 生 産 者 63
戸が面積 11.8ha（前年比 95%）で栽培し、474t の出
荷を計画しています。６月上旬まで、鹿児島県内や名
古屋・岐阜・石川・大阪の各市場に出荷しています。

加工用甘藷栽培講習会

　12 月 24 日、本所大会議室にて平成 27 年産加工
用甘藷栽培講習会が開催され、部会員・関係者 30
人が参加しました。会では、紅はるかの集荷・精算
要領や栽培ポイントについて説明があり、病害虫や
選別、収穫時の取り扱いについて注意を呼びかけま
した。

あおぞらニューストピックス



群青　2015年３月号5

営農情報 土作りを徹底し強い米づくりを行いましょう
３月は早期水稲、４～５月は普通期水稲の土作りに重要な時期です。
健全な生育をさせるためには、生育に適した土作りが必要です。

「水稲の生育特性」
● 根（発根）…�根を見ると、根が赤くなっています。これは根に土壌中の酸素と鉄を吸収して、

健全な生育をしている状態です。「鉄」が不足すると有害ガスによる発根不足、
根腐れが発生します。健全な発根を促すためには土作りが重要です。

● 茎葉 … 稲の茎葉には「ケイ酸」を含みます。「ケイ酸」が不足すると病害や倒伏が発生します。

　�　稲の生育には「鉄」と「ケイ酸」が必要です。強い稲作りを行うためには、「鉄」と「ケイ酸」
を活用した土作りを行いましょう。

● 米の土作り基準量

● 田植え 1 ヶ月前までに施用しましょう。
● 充分に耕耘（荒起し）しましょう。
★ケイ鉄、ようりんは共同散布で 3年に 1回、投入します。
　毎年投入する場合は、鉄入りエンリッチを 40～ 60kg/10a 施用しましょう。
●「まかせ苗」を移植する水田も同様に土作りを行いましょう。

健全な生育状況 （発根の比較）
左：有害ガス被害株　　右：健全株

有害ガスによる生育状況
（下葉が黄色化、分けつ低下）

健全な生育 葉いもち病発生

10a 当たり投入量 備　　考

完熟堆肥（まごころ堆肥） （乾田）500kg
・地力を高める
・野菜後作、湿田などは投入量を加減する

ケイ鉄 100kg
・ケイ酸、鉄を補給する
・有害ガスを抑制し発根を促進する
・茎葉を丈夫にし、倒伏しにくくなる

ようりん 20kg ・有機物（残渣等）の分解を促進する

※お問い合わせは、指導購買課・園芸センター　比良までお気軽にどうぞ。
◎飼料用米も同様に栽培管理を行います。
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平成26年度　ふるさと特産品イチゴ配布
～ふるさとの味「あおぞらイチゴ」～

　JAは２月 24、25 日に有明町内７校の小学校
６年生 107 人を対象に、町内の特産品であるイ
チゴを贈りました。JA活動や農業に理解を深め
てもらおうと、食農教育の一環として毎年この
時期に行っています。JA職員が小学校を訪問し、
イチゴについて説明したあと、児童一人ひとり
にイチゴが渡されました。地元の特産品、知っ
てくださいね！

原田小学校のみなさん

通山小学校のみなさん

野神小学校のみなさん

伊崎田小学校のみなさん

山重小学校のみなさん

蓬原小学校のみなさん

有明小学校のみなさん

JAUSER
四角形

JAUSER
タイプライタ
児童の個人情報保護のため、写真の掲載を見合わせております。

JAUSER
タイプライタ
ＪＡは２月２４、２５日に有明町内７校の小学校
６年生１０７人を対象に、町内の特産品である
イチゴを贈りました。
　ＪＡ活動や農業に理解を深めてもらおうと、
食農教育の一環として
毎年この時期に行っています。
ＪＡ職員が小学校を訪問し、
イチゴについて説明したあと、
児童一人ひとりにイチゴが渡されました。
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乳
が
ん
は
女
性
の
が
ん
罹
患
率
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
乳

が
ん
は
20
歳
過
ぎ
か
ら
発
症
し
始
め
て
、40
歳
か
ら
50
歳
代
で
ピ
ー

ク
と
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
仕
事
や
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
ま
っ

た
だ
中
の
時
期
に
多
い
の
で
す
。

　

た
だ
、
乳
が
ん
は
、
早
期
発
見
で
き
れ
ば
10
年
生
存
率
は
90
％

以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
早
期
発
見
に
必
要
な
こ
と
は
、
自
己
検

診
や
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
エ
コ
ー
の
定
期
検
診
が
有
効
で
す
が
、

ま
ず
は
手
軽
に
で
き
る
「
月
に
１
度
の
自
己
検
診
」
を
お
勧
め
し

ま
す
。閉
経
前
な
ら
月
経
終
了
後
１
週
間
、閉
経
後
で
あ
れ
ば
毎
月
、

日
に
ち
を
決
め
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

最
初
に
、
鏡
の
前
で
自
分
の
乳
房
を
よ
く
観
察
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
左
右
差
、
皮
膚
の
引
き
つ
れ
や
乳
頭
の
変
形
、
乳
頭
分
泌
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
次
に
、
乳
房
全
体

を
内
側
か
ら
外
側
へ
、
指
の
腹
を
滑

ら
せ
る
よ
う
に
し
て
、
し
こ
り
の
有

無
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
浴
室
で
石

け
ん
を
泡
立
て
て
行
う
と
、
よ
り
分

か
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。

　

も
し
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

早
め
に
医
療
機
関
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
、

よ
り
多
く
の
女
性
の
幸
せ
が
守
ら
れ

ま
す
よ
う
に
。 『

月
に
１
度
、
乳
房
の

　

自
己
検
診
を
し
ま
し
ょ
う
！
』

鹿
児
島
厚
生
連
病
院　

外
科

（
現
職  

鹿
大
医
学
部
付
属
病
院
） 　

江　

口　

裕　

可 

身近な
健康情報

「みんな健康プロジェクト」 展開中!!
ＪＡが窓口となって、ＪＡ厚生連と連携しなが

ら健康づくりのお手伝いをします。
健康に関する相談のある方は、お気軽にＪＡに
お声掛け下さい。

鹿児島県厚生連 検  索 

ＪＡ厚生連ホームページ 

http ://www.kago-ksr .or . jp/

あ
お
ぞ
ら
ホ
ー
ム
入
居
者

　【
あ
お
ぞ
ら
文
藝げ

い

同
好
会
】

　
　
短
歌・俳
句
紹
介
コ
ー
ナ
ー

（
短
歌
）

　

爆
音
の
響
き
大
な
り
開
田
の

　

朝
の
散
歩
に
ひ
と
き
わ
冴さ

え
る	

池
迫　

茂

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
お
誕
生
会
あ
り
が
と
う

　
八や

そ

じ

十
四
歳
の
吾
は
感
謝
で
一
杯ぱ

い	

宮
脇　

ナ
チ

　

今
流は

行や

る
イ
ン
フ
ル
の
事
気
づ
か
い
て

　

職み

員な

の
注
意
に
吾
も
励は

げ

ま
ん

	

石
峰　

カ
ズ
子

　

故さ

郷と

帰
り
親
族
集つ

ど

い
涙
ぐ
む

　

昔む
か
し

話は
な
し

の
尽
き
ぬ
一ひ

と

刻と
き	

石
峰　

カ
ズ
子

（
俳
句
）

　

ア
ボ
ガ
ド
の
葉
は
枯
れ
果
て
て
冬
越
せ
ず

池
迫　

茂

　

プ
ラ
ン
タ
ー
に
パ
ン
ジ
ー
植
え
て
春
を
待
つ

宮
脇　

ナ
チ

　

日
頃
よ
り
、
多
く
の
皆
様
に
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
頂
き

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
り
ま
す
、《
訪
問
介
護
事
業

所
（
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
）》
に
つ
い

て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

《
訪
問
介
護
事
業
所
と
は
？
》

＊�
ご
自
宅
を
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
、

身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障
害

の
た
め
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に

支
障
が
あ
る
方
に
対
し
、
日
常

生
活
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

《
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
？
》

＊�

食
事
、
排
せ
つ
や
お
む
つ
交
換
、

着
衣
の
交
換
、
寝
具
の
交
換
、
車

い
す
へ
の
移
動
な
ど
の
日
常
生
活

動
作
の
介
護
、
料
理
、
洗
濯
、
洗

濯
物
の
乾
燥
、
洗
濯
物
の
取
り
込

み
、
洗
濯
物
の
収
納
、
掃
除
、
食

品
や
日
用
品
の
買
い
物
な
ど
の
日

常
家
事
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

《
利
用
方
法
は
？
》

＊�

訪
問
介
護
は
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
ひ
と
つ
で
す
。
介
護
支
援

専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
）
が
、
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ

ラ
ン
）
を
作
成
し
て
、
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
が
可
能
で
す
。

　

当
事
業
所
に
は
、
主
任
ヘ
ル
パ
ー
の
上
村
啓

子
を
中
心
に
計
７
名
の
訪
問
介
護
員
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。明
る
く
、経
験
豊
富
な
職
員
が
揃
っ

て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

介
護
相
談
は
常
時
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
有
料

老
人
ホ
ー
ム
も
一
部
屋
空
い
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
９
９
）
４
７
１
︱
５
７
７
２

ＪＡあおぞら
総合福祉センターだより
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部
員
研
修

　

一
月
十
九
日
～
二
十
日
、
福

岡
食
肉
市
場
株
式
会
社
の
視
察

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

食
肉
市
場
で
は
加
工
か
ら
出

荷
ま
で
の
一
連
を
市
場
で
行
っ
て

お
り
、
食
肉
衛
生
検
査
な
ど
、
食

の
安
全
に
心
掛
け
て
い
ま
し
た
。

青
壮
年
部
の
方
も
、
自
分
た
ち
が

育
て
き
た
牛
や
豚
が
ど
の
よ
う
に

消
費
者
ま
で
届
く
の
か
初
め
て
知

る
事
が
多
く
、
感
心
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
回
の
研
修
を
通
し
て
青

年
部
活
動
が
更
に
活
性
化
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
女
性
部
で
は
、

二
月
十
八
日
（
水
）
霧
島
国
際

ホ
テ
ル
に
て
、
部
員
一
日
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
に
は
、

山
迫
登
美
恵
部
長
を
始
め
部
員

八
十
六
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
学
習
会
で
は
、
め

組
J
A
P
A
N
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
橋
之
口
み
ゆ
き
氏
が

『
い
の
ち
輝
い
て
今
を
生
き
る
』

と
題
し
て
、
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

平
和
・
環
境
問
題
な
ど
や
東
日

本
大
震
災
で
の
支
援
活
動
の
様

子
を
実
体
験
に
基
づ
き
講
演
頂

き
ま
し
た
。
橋
之
口
氏
の
お
話

に
部
員
の
皆
さ
ん
も
こ
ま
め
に

メ
モ
を
と
り
な
が
ら
熱
心
に
耳

を
傾
け
学
習
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や

踊
り
、
抽
選
会
な
ど
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
部
員
同

士
の
交
流
を
深
め
合
い
、
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
今
回

の
研
修
を
通
し
、
様
々
な
事
を

学
び
考
え
、
仲
間
同
士
で
語
り

合
い
、
素
晴
ら
し
い
一
日
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

一
月
三
十
日
、
女
性
部
役
員

に
よ
る
「
食
と
緑
を
守
る
バ

ザ
ー
」
を
Ｊ
Ａ
本
所
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

女
性
部
役
員
が
愛
情
を
込
め

て
手
作
り
し
た
地
元
の
農
産
物

を
使
っ
た
十
割
手
打
ち
そ
ば
や
、

う
ど
ん
、
白
和
え
を
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
入
所
者
や
多
く
の
職
員

の
方
に
、
昼
食
と
し
て
利
用
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。「
美
味
し
い

ね
。」「
絶
品
だ
か
ら
お
替
り
し

ま
す
。」
と
大
好
評
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
こ
ん
に
ち
は

ＪＡ青壮年部
★

イケメン通信

あ
お
ぞ
ら
女
性
部 

一
日
部
員
研
修
会

食
と
緑
を
守
る
バ
ザ
ー

　

Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
、
Ｊ
Ａ
厚
生
連

で
は
人
間
ド
ッ
ク
の
申
込
み
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
健

康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

5
月
27
日 

㈬	

一
般・
女
性
コ
ー
ス

7
月
22
日 

㈬	

一
般・
女
性
コ
ー
ス

8
月
24
日 

㈪	

一
般・
女
性
コ
ー
ス

9
月
18
日 

㈮	

一
般・
女
性
コ
ー
ス

10
月
5
日 

㈪	

一
般・
女
性
コ
ー
ス

11
月
13
日 

㈮	

一
般・
女
性
コ
ー
ス

12
月
7
日 

㈪	

一
般・
女
性
コ
ー
ス

平
成
28
年

2
月
5
日 

㈮	

一
般・
女
性
コ
ー
ス

一
般
コ
ー
ス	

月
～
金

女
性
コ
ー
ス	

月
・
水
・
金

大
腸
コ
ー
ス	

火
・
木

自
家
用
車
で
行
か
れ
る
方
は
、

バ
ス
の
運
行
日
以
外
で
も
受

付
し
て
お
り
ま
す
。

【
連
絡
先
】
農
協　

企
画
管
理
課

℡
（
０
９
９
）
４
７
４
︱
１
２
１
１

☆
受
診
日
の
案
内
☆

☆
人
間
ド
ッ
ク
案
内
☆



 
 

こんにちは!農協の置き薬「クミアイ家庭薬」です

Aコープあおぞら店　　電話：099-471-4366　営業時間：朝9時～夜8時

クミアイ家庭薬についてのお問い合わせは、お近くの
農協各支所または、099-477-2052（鮫島）まで

JA鹿児島県経済連

ニセ配置員に
ご注意ください!!

婦人薬「実母散顆粒」は、漢方処方の「当
とう

帰
き

芍
しゃく

薬
やく

散
さん

」に基づいた生薬製剤です。９種類の生薬がおだやかに作用し、女性特有の不快な症状を解消していきます。
新ビタカプセルＥ300は、天然のビタミンＥ製剤です。血行をよくして、冷えや肩こり、更年期の症状、月経不順に効果があります。

群青　2015年３月号9



群青　2015年３月号 10

子牛せり市情報
平成27年１月子牛せり市　（27日～29日)

　項目
性別 　 校　区 頭　数 総価格

価　格
順位

最　高 最　低 平　均

雌

地 区 全 体 868 451,900 923 50 520
町 全 体 121 64,827 822 74 549
伊 崎 田 15 7,878 822 410 525 5
有 明 14 8,126 742 482 580 2
通 山 7 4,266 822 505 609 1
蓬 原 16 8,859 701 444 553 3
原 田 10 5,435 582 520 543 4
野 神 46 23,436 671 100 509 7
山 重 13 6,827 714 74 525 5

去　

勢

地 区 全 体 878 526,114 861 100 599
町 全 体 126 76,377 783 100 610
伊 崎 田 19 11,575 701 443 609 4
有 明 22 13,242 693 513 601 6
通 山 9 5,559 705 533 617 2
蓬 原 13 7,995 679 506 615 3
原 田 9 5,429 655 532 603 5
野 神 43 25,700 783 100 597 7
山 重 11 6,877 701 565 625 1

町 総 計 247 141,204 822 74 579
地 区 総 計 1,746 978,014 923 50 560

最
高
値

性　別 父 母の父 母の祖父 体　重 日　齢

雌
安福久 百合茂 美津福 285 296
安福久 百合茂 平茂勝 295 306

去　勢 百合茂 安福久 平茂勝 364 295

（単位：頭、千円）
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　　　　　　　燃料機械センター
志布志市有明町野神3551-1　☎099-475-1212
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あおぞら農協の施設紹介
「６次化加工センター」
　昨年 12月から稼働を始めた「６次化加工センター」は、
干し芋の加工施設として、志布志市産の「紅はるか」を
使い、現在１日、1500 パック（１パック 100g）を生産
し、関東方面へ出荷しています。平成 27年度は 50 ヘク
タール 1500 トンのサツマイモ生産を計画しており、１
日 5000 パックの生産を目指します。

H26年産 紅はるか 「真空乾燥機」で70℃、
8~9時間乾燥

Ｘ線検査後、
目視でもチェック !!

一つひとつ手作業で皮むき パック詰め 特製「熟し芋」ダンボールで
出荷します

「熟し芋」が
できるまで

平成26年産 早期米（コシヒカリ）追加金額のお知らせ

平成26年産 普通期米追加金額のお知らせ

８月９日検査まで　　　　　　（単位：円／ 30 ㎏）

等　級 １等 ２等 ３等 規格外
仮渡単価 5,500.0 5,200.0 4,700.0 4,200.0 
追加単価 262.6 262.6 262.6 262.6 
合計単価 5,762.6 5,462.6 4,962.6 4,462.6 

（単位：円／ 30 ㎏）
等　級 １等 ２等 ３等

仮渡単価 4,650.0 4,350.0 3,850.0 
追加単価 293.5 293.5 293.5 
合計単価 4,943.5 4,643.5 4,143.5 

※追加金額は
・早 期 米　２月２日
・普通期米　２月27日
　口座へ振り込みました
※振込通知書は本所・各支所窓口にあります

８月10日検査以降　　　　　（単位：円／ 30 ㎏）

等　級 １等 ２等 ３等 規格外
仮渡単価 5,300.0 5,000.0 4,500.0 4,000.0 
追加単価 262.6 262.6 262.6 262.6 
合計単価 5,562.6 5,262.6 4,762.6 4,262.6 
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理事会報告・経営委員会会次第
第12回理事会（平成27年１月30日）

協議事項
　第１号議案　農業負担軽減支援資金の貸付について　
　第２号議案　規制改革に係る組織討議の実施について
　第３号議案　平成26年産米穀の共同計算収支決算について
　第４号議案　�平成26年度営農座談会意見要望に対する回

答書について
　第５号議案　６次化加工センターに伴う固定資産取得について
　第６号議案　平成26年度末決算・総代会日程表（案）について
　第７号議案　平成27年度固定資産取得（施設整備）計画について
　第８号議案　平成27年度事業計画数値（案）について　
　第９号議案　繁殖実験センター特別委員会の設置について
報告事項
　①　内部監査の品質に関する内部評価報告書について
　②　�不祥事未然防止対策取組み状況報告（第３四半期）について
　③　内部監査の状況について
　④　組合員の加入及び脱退の状況について

第11回理事会（平成26年12月22日）
協議事項
　第１号議案　�農協と経営管理委員との融資契約について
　第２号議案　�内部監査の品質評価の取り組み及び「内部

監査の品質評価実施要領」の改訂について
　第３号議案　信用照会審査基準の改正について
　第４号議案　平成26年度11月末実績検討表について

報告事項
　①　反社会的勢力認定結果一覧表について
　②　県常例検査追加回答報告について
　③　内部監査の状況について
　④　組合員の加入及び脱退の状況について

第11回経営管理委員会（平成27年１月30日）
協議事項
　第１号議案　農業負担軽減支援資金の貸付について　
　第２号議案　�平成26年度営農座談会意見要望に対する回

答書について
　第３号議案　６次化加工センターに伴う固定資産取得について
　第４号議案　平成26年度末決算・総代会日程表（案）について
　第５号議案　平成27年度固定資産取得（施設整備）計画について
　第６号議案　平成27年度事業計画数値（案）について
　第７号議案　繁殖実験センター特別委員会の設置について
報告事項
　①　規制改革に係る組織討議の実施について
　②　平成26年産米穀の共同計算収支決算について
　③　内部監査の品質に関する内部評価報告書について
　④　不祥事未然防止対策取組み状況報告（第３四半期）について
　⑤　内部監査の状況について
　⑥　組合員の加入及び脱退の状況について

第10回経営管理委員会（平成26年12月22日）
協議事項
　第１号議案　�農協と経営管理委員との融資契約について
　第２号議案　�内部監査の品質評価の取り組み及び「内部

監査の品質評価実施要領」の改訂について
　第３号議案　�平成26年度11月末実績検討表について
報告事項
　①　信用照会審査基準の改正について
　②　反社会的勢力認定結果一覧表について
　③　県常例検査追加回答報告について
　④　内部監査の状況について
　⑤　組合員の加入及び脱退の状況について

行 事 予 定 表

２１日	 成牛セリ市
２４～２６日	 子牛セリ市
２５日	 外務推進日（貯金日）

１６～１７日	 農機大展示会
　　　　　　（東串良畜産指導センター）
２１日	 成牛セリ市
２２～２４日	 子牛セリ市
２３日	 外務推進日（貯金日）

３月 ４月

平成27年3月1日より
営農貸越利率を
引き下げます!

今回の変更内容
商品名 現行利率 変更後利率

営農貸越Ⅰ型・Ⅱ型 3.50% 2.50%
営農ローン 4.00% 3.00%

ワイド営農ローン 4.00% 3.25%


